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１．はじめに 































 野外活動を主とした一般体育の授業を履修している A 大学の 1、2 年生の学生 95 名のう





















  男性 女性 計 
１年生 42 30 72 
２年生 14 3 17 
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（3）分析方法 
 統計ソフト（IBM SPSS Statistics20）を使用し、因子分析を行った。なお、「とてもそ















 項目を選定するために、「因子負荷量が .350 未満であるまたは１を超えている」「因子負
荷量が複数の因子へ .350 以上ある」ことを項目削除の基準とした。因子分析を繰り返し、
２つの基準を満たす項目が７回の因子分析において 14 項目該当し、その項目を削除し、
16 項目を採用した。  
（4）因子分析表と因子の信頼性の検討  
 因子分析を行った結果、第１因子は６項目、第２因子は４項目、第３因子は３項目、第
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表 3：因子分析の結果  
  
因子 
1 2 3 4 
１４、家庭にある料理用器具にありがたみを感じていると思う  .883 -.194 -.029 .041 
２１、日頃、身の回りにあるものが大切に思う  .793 -.108 .102 -.019 
１６、自然の中で活動するときは危険があると思う  .712 .089 -.243 -.026 
１５、自然の中で活動するときは服装が大切であると思う  .612 .161 -.143 -.177 
２５、日々の生活で我慢することは大切だと思う  .587 .151 .150 -.134 
２６、他人に料理を教わろうと思う  .438 -.104 .130 .118 
５、野外炊事で協調性を学べると思う  -.212 .939 .117 -.123 
１９、キャンプ生活をすると他人と仲良くなれると思う  .142 .736 .023 .140 
１２、自然の中で活動することで他人との仲を深めることがで
きると思う 
-.049 .674 -.036 .093 
１８、自然の中では班で行動することが大切であると思う  .323 .539 -.087 .101 
９、自然の中で探し物をするのは簡単であると思う  -.164 .008 .763 -.142 
２０、自然の中でも快適に生活できると思う  .288 .124 .570 .105 
６、野外炊事でうまくご飯を炊くことができると思う  .168 .105 .438 .049 
２８、コミュニケーション能力は高いと思う  -.076 .073 -.192 .807 
２４、キャンプ生活で必要なスキルを持っていると思う  -.046 .103 .099 .587 
３０、一人でなんでもできると思う  .001 .272 -.250 -.412 
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